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構築主義）、「普通」の概念、そしてスポーツへの関わり方が、セクシュアル・
マイノリティに対する包摂と排除の間で各々が取る態度にどのような影響を
及ぼしているかを明らかにすることが、私たちの今後の課題である。それゆ
え、これからの研究では、以下の点がリサーチクェスチョンとなりうるだろう。

（１） フェミニズム的な「公平性」とクィア的な「公平性」の差異は、「女」とは
誰かという問いと、どのように関連しているか？

（２） 「普通であること」の呪縛は、スポーツのパフォーマンスにどのような
影響を与えるか？

（３） スポーツへの関わり方において、シスジェンダーとセクシュアル・マイ
ノリティの間で違いはあるか？あるとしたら原因は何か？

今後は、以上のような問いに答えることで、スポーツにおけるジェンダーの
研究にとどまらず、インターセクショナルな問題全般に対して当事者性とポリ
ティカル・コレクトネスがもたらす影響に切り込んでいくような視点を提供
し、ジェンダー研究のあり方そのものをも問い直すような研究を目指したい。
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